
っこ |ヽ 家族は生きていく
投機マネーに 済。原油 穀物価格の高騰と世界的規模での食料危機。

国内農業を切り捨て、 農村を荒廃させ、食料 自給率39%に 陥った日本。

輸入してまで食ぺ残すこの不思議な国に、はたして未来はあるのでしょうか。

いのち削り、ミ病む、終わりなき市場競争
失業者、日雇いや派遣など不安定労働、「ワーキングプア」の増大。競争と成果主義にかさ立てられた過重労働、

受4す /pt身の病。医療 介譲 年金など、社会保障制度の戒錠。家族、地域の崩壊、子どもの有つ場所の深刻化。

明日を見出すことができずに、使い捨てにされる岩者たち… 。

ためられても、ためられても、それでも・…
ほしいまま振る舞う「政治」を、これほどまでに長さにわたって許してきた時代も珍しいのではなぃでしょうか。

それは、氾濫する雑 夕な情報に振リロされ、ますます昭か 化する欲菫に翻 矛された現代社会の病 弊の

為せる業なのかもしれません。

今こそパラダイムの転換を

宣畿祷隷葉禄縄侯晃態灘 言当環弘鮮岳愁雅惹ち督慌辮 チう窮伊
来、

根底から変えなければ、どうにもならないところにまで永ています。

大地からラ|さ難され、根なし革となった「現代 賃金労働者(サラリーマン)」という入間の■在形 態は、

来たして永遠不交のものなのでしょうか。

今、あらためて、人類 史を自然 界の生成 整化の中に位 置づけて掟え直し、新たなパラタイムのもとに、未来社会を

展曹することが求められています。(「業国家族2 1」本書の二 旨紹介から)

くビデオ内容 >
『ハローニッポン 伝 えたい 1口 合で暮らす素晴らtへ

～ジェフリー アイリッシュさん(アメリカ)～皮 児 島県川辺町』(N H K総 合テレヒ20 0 1年5月25日放 送 )

アメ,力の青手が、庄児島の農村に志かれて住み込み、地域のおばあさんに野来の作り方などを教わりながら、

日本の口合暮らしを実体験しつつ、地域に溶け4ん でいく姿を映し出しています。

20分という短い番組ですが、外国人の目を通して、私たちのまらしや地域のあり方を今、あらためて見つめ直す

きっかけを与えてくれる内容になっています。

各団体の取り組み
有限会社レチェール・ユゲ(ラ削牧場)

風に揺れる可味な野の車やハーブ、小鳥のさえずり、そして時折聞こえる子午の嗚き声…

神戸市のヤt部 からわずか20分程で、豊かな自然に回まれた,肖‖牧場があります。

絡農家として牛を百て、乳を準り、そのキ乳をチーズに加工し、消費者の皆様に直接召し上がって頂くことを、

最高の喜びと感じ、考りに思っています。そして、乳型品を通してたくさんの方マとの「出会い」を大切にしていきたいと考えています。

権座・水郷を守り育てる会          ‐
近江夕ヽ幡市にある西の湖には、先人から大切に'1継がれてきた農耕夫化と豊かな水辺生態系が調わした、湖国の原風景というべき

文化的景観があり、「国のま妥文化的景観」全国第1子に選定され、「ラムサール条約湿地」に登録、「tヨまんの三100聾」にも

選ばれたものの、存在する責宣な夫化的景観や生態系を守り育てるための具体的な方実がないのが実情であったが、こあ地域の

象徴的存在である「権座(=宅 一現存する、■でしか行けない湖上の口んぼ)」での様々な承組みを通じて、この英しいなしの空間を

次世代に'1継ぐため、地元農家、超 旨に賛同した酒蔵 NPO市 民などが結集して「権座 水郷を守り育てる会Jを平成20年10月に
メ    イ発足しました。      ′                       ャ
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まちづくリスペース「水と風とユ・そして人と」 `       ~
日々暮げ 中で大切な|のは何か  。 健康であることもf経 済印に豊かであることも、そして人との葉がりが豊かであることなど… 。

大きくも小さくも色々ある中で、第一に大 自然のヤでとかされでいるのだと気づいているでしょうか。まちづくリスペースロ
くと呂だと そして人と」は、

人が生きて生活するヤでの環境、昼 史、文化、そしてそれら何れにも関わる人と人を栄く
°
ことを目的として活動しています。

N昭

旨至患f管 冦電雲き譜 墨 宝 aろ んの立 、朝 維 や景雛 護を農家サ↑から見つめなおは 帳 知 こ対する理解の促山 、

「貸の重要性についての啓発」、「農による環境保全」、「農業文化の継承」、「者F市型農業の可能性の探求」、「農業の資源循環 オJ活用

施設の構築及び垂用Jに関する事業を行い、未来につながる持続可 能な自立した次世代 型皮業の推進に寄与することを目印としています。


